日本混相流学会

２００３年度第３回理事会　議事録（案）

日時：平成１５年１２月６日（土）１３：００－１７：００

場所：大阪科学技術センタービル6階601号室

出席者：

役員：井小萩利明（会長），有冨正憲（副会長），三島嘉一郎（副会長），村瀬道雄(副会長),齋藤隆之（情報部会長），賞雅寛而（企画部会長），冨山明男(国際部会長), 大田治彦（理事），吉田静男（理事）、 大川富雄(理事,リエゾン担当), 古内　正美(理事)、梅田眞三郎（理事）、 細川茂雄(理事,学生会担当), 師岡慎一（監事）、阿部豊(総務部会長)

理事会構成員：社河内敏彦（日本学術会議水力学・水理学専門委員会委員），近藤健（事務局）
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議　　事

1． 第２回理事会議事録の確認[配布資料2003-3-01]
　既に配布済の第１回理事会議事録（案）について、事前のメイルでの検討を踏まえて、以下の個所の修正を行った上で、理事会出席者全員で確認し議事録として承認し、学会HPに掲載することとした。
・3.1学術会議・・・：「東委員より」を削除，「審議により了承された」とする。

２．報告事項

2.1 役員名簿の確認 [配布資料2003-3-02]
　配布資料に基づいて、役員名簿の確認を行った。

・新任の社河内日本学術会議水力学・水理学専門委員会委員からの挨拶があった。

・内容確認の上、記載事項についての修正ならびに追加を行った：有冨副会長（電話番号），古内理事（所属，ファックス番号）

2.2 情報部会 [配布資料2003-3-03]

　資料を基に，齋藤情報部会長より以下の報告がなされ、関連する質疑が行われた。

（1）編集委員会関連

· 本年度、論文８件の投稿があった。内１件はインドからの投稿である。

· 特集や研究室紹介等の状況についての報告が行われた。

· 研究室紹介は研究の詳細などにもかなり踏み込む計画である。

· 今後海外からの論文投稿増加に期待したい。

· ３，６，９月号の編集方針（特に特集記事）について検討を行った内容を紹介。

· 学会誌の１２月号に掲載予定の会告原稿を回覧、了承された。

(2) ハンドブック関連

・現在、校正刷りを著者に戻している段階であり、２月初め頃に最終チェックを終了し、５月頃に刊行する予定である旨の報告がなされた。

(3) インターネット運営委員会

· インターネット運営委員会からコンテンツの大枠に関する要求を情報部分へ提出し、その上で各部会の協力を仰ぐこととなった。

2.3 企画部会 [配布資料2003-3-04]
　賞雅企画部会長より、配布資料にもとづき以下の報告がなされ、関連する質疑応答が行われた。

(1) 行事企画
· OMF2003については内容が良いので学会誌に掲載してはどうか、との提案がなされている。

· インターナショナルレクチュアーコース２件についての報告が行われた。

· OMFならびに, インターナショナルレクチュアーコースについては本学会主催の行事であることから、出来る限り会長ならびに副会長の出席をお願いしたい旨の要請が行われた。

· OMF2004の担当を川原先生（熊本大）とし、テーマを「ミニ・マイクロスケール」とすることを確認し、了承した。

· レクチャーコース担当は中川先生（東工大）。現在検討中であるが、6月までの開催を目指すことを了承。

2.4 国際交流部会 [配布資料2003-3-05]
　冨山国際交流部会長より、配布資料に基づいて報告がなされた。

· IceMの活動についての報告が行われた。

· ICMF2004アブストラクト査読の結果が終了した旨の報告がなされた。フルペーパーの提出締め切りは、3月20日厳守であることが確認された。

· 協賛依頼等についての現状報告が行われ、産総研からの、協賛依頼があり、その手配等に関しては、阿部総務部会長より担当窓口の竹村氏（産総研）に確認することとなった。

· 第３回日欧二相流専門家会議は無事終了し、現在Special Issueを準備中である。次回第４回の日欧二相流専門家会議は、３年後、三島副会長を委員長として、京都近辺で開催予定であることが報告された。

· 2004年会講演会での国際セッションについて報告がなされた。

· ISMTMFの開催時期が決定した旨の報告がなされた。

· ISTPFMEについては日本側から45件と前回に倍増する投稿があり、合計投稿件数でも365件となっている旨の報告がなされた。

· ILC関西は、10/7に無事終了した旨の報告がなされた。

· 社河内先生より国際会議(International Conference on Jets, Wakes and Separated Flows,  ICJWSF / 2005 機械学会主催)についての協賛依頼があり、これを了承した。

· 日米セミナー、日独セミナー、日英セミナーについての質問があり、以下の応答が行われた。

· 日米セミナー等は学振の事業であり、混相流学会主催・共催の事業とは異なる。

· 特に、参加者の限られた会議を公開の学会ベースの事業と同一視するのは難しい。

· 会議に関する情報提供をお願いし、学会誌への掲載を行って情報公開してゆくということではどうか、との意見があった。

2.5 総務部会 [配布資料2003-3-06]
　阿部総務部会長より、配布資料に基づいて報告がなされた。

2.6 財務委員会 [配布資料2003-3-07]
　村瀬財務委員長より配布資料に基づいて、ICMF2004に対する万博助成金の立替方法について検討した内容について報告が行われた。 

2.7 学生会 [配布資料2003-3-08]
　細川学生会担当理事より、配布資料に基づいて、以下の説明が行われた。

· 学生優秀講演賞に関連する事務処理等を終了した。

· ILCの開催案内を学生会世話役、夏季セミナー参加代表者へ送付した。

· 学生会の運営方法，交流促進についてアイディアがあれば細川理事まで寄せてほしい旨の要請がなされた。

· 優秀講演賞評価方法については、投票方法の改善方法についての報告が行われた。

· 大田理事より、細川学生会担当理事から提案された選抜方法の改善策は、望ましい改正であるとの指摘があった。

· 夏季セミナーなどの今後の学生会の活動予定について説明が行われた。

2.8 リエゾン委員会[配布資料2003-3-09]
　大川リエゾン担当理事より、配布資料に基づいて、以下の説明が行われた。

· 前回理事会にて紹介があった小島組の案件については、マイクロバブル研究会担当の大成先生に依頼した旨の説明があり、これを了承した。

· 関連して、このようなリエゾン活動については、今後の対応も含めて、学会誌等に残る形でPRできないかとの意見があり、リエゾン委員会にて更に検討することとなった。 

2.9 年会講演会2004・第23回混相流ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑについて[配布資料2003-3-10]
· 資料に基づき、阿部総務部会長より年会講演会2004ならびに第23回混相流ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの実施要領についての説明があり、理事各位に対しても協力要請が行われた。

2.10 日本学術会議メカニクス・構造研究連絡委員会付置水力学・水理学専門委員会

次回理事会にて報告予定。

2.11 ICMF-若手支援事業について[配布資料2003-3-13]
三島副会長よりICMF2004-若手支援事業についての報告があり、原案が承認された。

３．審議事項

3.1 リエゾン委員会ならびに関連の規約制定について [配布資料2003-2-04] 

· 大川リエゾン担当理事より、現在検討中の原案の概要についての説明が行われた。

· リエゾン担当の今後の作業としては、リエゾン活動に対して別途のルール作成は行わず、研究会の規定を、追加・修正することで対処することとしたい旨についての説明が行われた。

· 関連して以下の質疑があった。

· その結果、井小萩会長より、大筋原案の通り進めることとし、レアケースについても今後更に検討したの上で、次回の理事会においてリエゾン担当理事より内規の原案を提出するという提案があり、了承された。

3.2 将来構想WG [配布資料2003-3-04][配布資料2003-3-12]

梅田理事より、配布資料に基づいて概要説明が行われた。その結果以下の関連質疑が行われた。その結果、井小萩会長より、今期の理事会として、答申をどのように捉えるか、更には今後の本学会がどうあるべきかについてについて議論する機会を、次回の第4回理事会において設けることとなった。

3.3  会員増強について[配布資料2003-3-11]

· 村瀬副会長より、配布資料に基づいて提案が行われ、企業からの学会員を増強する方策として、各企業に拠点委員（仮称）を設けることについての提案がなされた。

· 拠点委員（仮称）と担当理事の設置について承認した。今後、担当理事により、具体的な実施に向けての検討を行ってゆくこととなった。

· 大田理事より、名称については要検討であり、運営委員（仮称）ではどうかとの意見があり、名称も含めて、今後検討を進めることを了承した。

· 企業としては、学会が企業と大学を結びつける有効な場として活用できるような場合、参加が容易となるとの指摘があった。

· 企業からの参加を促す意味で、年会講演会での座長を２名とし、内１名を企業からの方とすることを、阿部総務部会長より稲葉年会講演会委員長へ依頼することとなった。

3.4 日本万国博覧会記念基金助成金申請について[配布資料2003-2-05] [配布資料2003-3-07]

冨山国際交流部会長から提案されているOMF2004に対する日本万国博覧会記念基金助成金申請に関わる学会予算からの立替方法についての村瀬副会長からの検討結果についての検討を行った。その結果、提案通り各種基金から拠出することとして、助成金が入金された段階で、同額を学会の基金に戻すのが望ましいということを承認した。

もし助成が得られない場合については、その予算範囲内にて会議を開催することを確認した。

3.5 学会賞選考 [配布資料2003-2-06(6)] 

阿部総務部会長より、配布資料に基づいて説明が行われ、原案を了承した。

3.6 名誉会員推薦について [配布資料2003-2-06(7)]

有冨副会長より配布資料に基づいて説明が行われ、副会長に関する記述を修正するとともに人数に関する記述を削除することで了承された。最終原案は、阿部総務部会長よりメイルにて理事各位に配布し承認を得ることとなった。

3.7 メイル承認について[配布資料2003-2-06(8)]

阿部総務部会長より配布資料に基づいて説明が行われ、数値に関する記述を、「異議が1/3未満であった場合」などと修正加筆することで承認された。最終原案は、阿部総務部会長よりメイルにて理事各位に配布し承認を得ることとなった。

3.8 評議員候補について [配布資料2003-2-06(1)-(5)]

· 阿部総務部会長より配布資料に基づいて説明が行われ、関東地区の1件の変更を確認した上で、原案を了承した。

· 今後の評議員選挙ならびに次期会長選挙の日程は以下の通りとなっていることを確認した。

１月：　評議員選挙の実施（選挙管理委員会）

第４回理事会(3/6))：　選挙結果の承認、次期会長候補の推薦

４月：　新評議員による次期会長の互選の実施（選挙管理委員会）

第５回理事会(6/19) :　次期会長選挙結果の承認

· 今回は学会の規定通りに地区代表への依頼を行ったが、結果として定員と候補者数が同数となった。本件に関しては、今後更に検討する必要のあることが指摘された。

４．その他
· 古内理事より、混相流学会誌として、インパクトファクターを取得できるようにすることができるとの指摘があった。齋藤情報部会長より、現在、伝熱学会誌と燃焼学会誌の3誌とを統合した英文誌の発刊を検討中であることから、当面考慮していない旨の回答があった。

· 次回の 第４回理事会については、３月６日、東京海洋大学にて開催予定。賞雅企画部会長より総務へ、開催場所に関する情報を伝達することを確認した。

以上

作成者：阿部豊総務部会長
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